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三日
(火)

第
七
回
東
洋
吏
腋
詣
会

大
会
午
前
九
時
か
ら
人
文
研
講
堂
で

五
日
(末)

映
圃
日
「鳥
」

午
後

一時
か
ら西
部
講
堂
で
主
催
映
圃
部

六
日
(金)

贋
観新
収中
国
河
南
南

原

子

炉

初

の

一
般

公
開

大
阪
府
泉
南
郡
熊
取
町
蝋大
原
子
炉
は
十
月
二
+
六
日
(麟
子
力
の

日
)
に
初
の
一般
公
開
を
行
った
。
こ
の目
約
二
干
五
盈
人
の
見
学
省

が
あ
っ
た
が
、
中
に
は
飼人
会や
会
社
の
技
術
関
係
者
ら
が
お
り
、
原

子
力
に
対
す
る
理
解
が
一層
高
ま
った
。
なお
沈
く
、
岡
研
究
所
は
正

式
運
転
の
認
可
が
お
りる
見
込
み。

近
教
ゼ
ミ
、
二
十
日
か
ら
和
歌
山
で

第
九
側
近
畿
教
育系
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
、
来
た
る
二
+
～
二
士
轟

日
、
和
歌
山大
学
で
行な
わ
れ
る
。
統
一テ
ー
マは
「人
づ
く
り
政
策

と
我
々
の
任
務
」
で
、
そ
の
もと
に
三
十
一の
分
科
会
が
設
け
ら
れ
京

大
教
胃
学
椰
自
治
会
で
は
、五
～
六
く
ち
いの
分
科
会
に
参
加
す
る
方

針
で
、
す
で
に
研
究会
等を
開
き
準
偏
を
す
す
め
て
h
5
。

な
お
、
金
函
教
脅系
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
十
二
月
二
十
一日
か
ら

四
日
間
、
愛
知
学
武大
字
て行
な
わ
れ
る
が
テ
!
マ等
詳
細
は
未
足
。

馬

術

部

厩

舎

が
完

成

京
大
馬術
耶
の
硯會
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
へ
さ
る
十
月
二
十
瓦
日
'て

の
先
成
式を
兼ね
た
.厩
含
び
ら
き
召
が
、
興
田
鼠
大
学
逗
以
下
、
馬

術
耶
関
係者
三
十数
人
が
疹
加
し
て
行
な
わ
れ
た
。
厩
舎
は
、
馬
二
十

頭
が
収
容可
能
で、
綱
荷
設
楯
勤
兀成
し
て
い
る
。

陽
踏
象
石
八
百
種

午
葡
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
人
文
研
分
館
ホ
ール

育
英
会
資
金
交
付

午
前
九
時
半か
ら

午
後
三
時
半
ま
で

鳳
生
譲
掌
資
掛
で

七
日
(+ワ

展
槻

人
文
研
分
朗ホ

1
ル
で

育
英
会
資
金
交
付

午
前
九
時
半
か
ら

口

も

体
育
会
仮
装
行
列
な
ど
多
彩
に

京
大
十
一月
祭
と
タ
イ
・ア
ソ
プ
し
て
二
十
一日
(土ワ
午
前
十
一

時
か
ら
第
一回
京
大
体
爵
祭
が
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
体
冑
会
主催
の
も

と
に
行
なわ
れる
も
の
で
、
こ
の
程
で
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よる
と
、

百
層
競走
(個入
)
堂
内
単
圓
り
(価
人
)
ロ
マ
ン
ス
競
走
(個人
)

な
ど
+
四種
目
にわ
た
って
い
る
。

ま
た
仮
装
行列
も行
な
わ
れ
、
売
店
が
殴
巖
さ
れ
る
。
そ
し
て徳
勘

県
人
会
によ
る
阿
波
お
ど
り
が
あ
り
、
最
役
に
フ
ォ
ー
クダ
ン
ス
でフ

ィ
ナ
ァー
レ
と
なる
予
足
で
あ
る
。

各
穐
目
の
甲し
込
み
用
紙
は
体
育
会
に
傭
え
て
あ
り
、受
け
つけ
期

蘭
は
十
月
二
十七
日
から
+
一月
十
八
日
ま
で
で
あ
る
。

ス

ポ

ー

ツ

週

報

京
滋穴
掌
野
球
(西
京
極
、
二
十
八
日
)
京
大
は
秋
李
コ
ー
グ
戦
最

終
週
一同
戦
で
学芸
大
に
9
1
6
と
適
転
勝
ち
、
京
滋
で
の
優
勝を
決

め
た。
こ
の結
果
7
勝
0
敗
(勝
ち
爵
3
)

閲
西大
学
ラ
グ
ビ
ー
(花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
、
二
+五
日
)
京
大
10

6
天
理大
と
前
畔
、
後
半
た
え
ま
な
く
得
点
し
た
。

蕪
京
大
人
事
號

配置
襖

東
穴工
教
授

鶴
田
積
一一(工
教
授
)

難

海
外

出
張

叢

▽西
村
秀
箆
(医
教
授
)
39
・11
・18
～
39
。12
・18

イン
ド
お

よ
び
ヨー
ロ
ッパ
に
お
け
る
胎
生
学
の
研
究
の
調
査
と
W
H
Oに
お
け

る
薬
物副
作
用
に
関
す
る
科
学
省
会
臓
に
出
席
の
た
め
イン
ド
、
ス
イ

ス、
フ
ラ
ン
ス
、
連
合
王
国
、
西
独
、
ス
ウ
ェ
↓
アン
へ
く▽
松
下
踏

(理
教
授
)
鈴
・11
・44
～
40
・1
・3
・地
甑
学
の研
究
調
査
、
ニ

ュー
デ
リ
i
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
二
十
三
回
国
際地
質
掌
会
轟

に出
席
の
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
米
国
、
ス
ウ
ェ
↓
アン
、
イ
ン
ド
へ

午
後
三時
半
ま
で

厚
生
課
学
貸
掛
で

京
大
人
文
研
創
立
三
十
五
周
年
妃
念
講

演
「市
民
革
命
と
近
代
化
の
瞳
問
題
」

講
師
井
上
檎
人
文
研
教
授
他
竃
名

午
後
一時
か
ら
ば
経
第
七
教
堅
で

議
潜1導

藩ミ蓮

灘
誉し多

毒
懇諺

全
国
堂生
蕊
一行動
日
の
二
十
九
日
、
各
地
で
膿
潜
艦
の
日
本
審
港
に反
対
す
る
運
動
が
嫡
り
上
が
っ
た
。
京
大
で
は
教
食
・
理
が
スト
ラ
イ
キ
、
教
育

　

が
半
目
スト
ラ
イ
キ
、
文
・経
が
授
業
放
棄
を
行
な
い
今
秋
初
の
金
掌
的闘
争
体
制
が
し
か
れ
た
。
京
都
府
学
煙
策
会
に
は約
干
七
百人
の
字生
が
参
加
、

デ
モ
で
二
人
が逮
捕
さ
れ
た
。

り

 一方、
東
駅緒
ズ
学
、
大
阪
府
学
連
、
神
戸
県
学
蓮
な
ど
全
国
的
な規
模
に
よ
る
集
食
、
デ
モ
が
行
な
わ
れ
、
令
学
煙
再
鮒
へ
の
鍵

に編
み
が
大
き
く

な
り
つ
つあ
る
。

(写
翼
は
河
原
通り
を
行
進
す
る
デ
モ
隊
)

一 京
一 大
　 り

大妾
学1
で
ス

 

=
人
逮
捕

さ

れ

る

十月
二
十九
日
、
療
子
力
潜
爪
艦
寮
港

阻
止
全国
統
}行
動
に
、
京
都
で
は
、

東
大
、
同
大
、
立
命
大
な
ど
三
校
は
ス

ト
ラ
イ
キ
で
府
葦
連
の
デ
モ
に
参
加
。

京
大
では
、
教
養
都
、
理
学
部
が
ス
ト

ラ
イキ
へ
教
育
掌
部
は
半
B
ス
ト
ラ
イ

キ
、
文
学
部
、
経
済
学
部
は
授
業
放
葉

で
こ
れに
参
加
し
た
。

市
中
デ
モ
に
先
立
ち
三
時
よ
り
、
立

命
躯
大
学
に
お
い
て
、
府
掌
連
集
会

か開
か
れ
、
基
調
報
告
か
行
な
わ
れ

た
か
特
に
、
社
、
共
と
の
共
闘
を
唱

えた
点
か
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
立
命

、
両
志
社
の
代
表
は
、
第
三
期
の
学

生
運
動
に
唱
え
ら
れ
る
全
学
速
再
建

ぱ
、
も
っと
大
衆
的
基
盤
に
た
っ
た

ト

ラ

イ

キ

千
七
百
人
が
集
会
に
参
加

も
の
でな
け
れは
、
納
名
無
笑
ζ
な

る
、
とし
て府
学
超
の反
省
を
求
め

た
。
こ
の間
、
慶
応
大
、
法
大
、
東

工大
、大
分大
、
九
大
、
神
大
、
阪

大
、静
大
な
どか
ら
の激
励
電
報
が

入
り
、大
会は
鋭り
上
が
った
が
、

参加
首が
以
外
と
少
な
いの
が
め
だ

っ
た
。

四
時か
ら
耐中
デ
モ
に
入
り
、
立
命

大
か
ら
丸
太
町
通
ま
で
フ
ラ
ン
ス
デ
モ

で
歩
き
、
御
池
か
ら
附
条
河
原
町
を
経

て
円
山
公
門
へ
向
う
途
中
、
御
池
、
四

ノ

条
、
祇
園
石
段
ド
で
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
を

行
な
い
、
御
池
の
衝
気
で
、
京大
経済

学
鄙
二
同
生
、
愚
原
浩
之
君
、
同大
経

済
学
部
二
回
生
、
蒲
池
祐
治
君
等
が
逮

捕
さ
れ
た
、
デ
モ
は
六
時
前
に
円
山
で

集
会
後
解
散
し
た
。

圧
倒
的
に
ス
ト
支
持

教
養
部
代
議
員
会

教
螢部
代
議
員
大
会
は
二
十
八
日

Φ
0
新
舘

で
定
刻
を
大
幡
に
上
ま

わ
っ
て四
時
近
く
に
開
会
さ
れ
た
。
出

.
°.

席
代
萱

数
は
穴
百
穴
十
三人
(定
足

数
四
百
七
十
五
人
)
で会
は
成
立
、
薩

ち
に
議
長
団
に
小
俣
君
(法
二
)
と
大

浦
君
(経
一)
を
選
出、
議
事
を進
め

た
。理

学
都
自
治
会
、教
冒掌
部
自
治
会

な
ど
の
闘
舶
報
告
の
の
ち尾
崎
教
養

部
臼
治
会
委
員長
の基
調
報
告
が
あ

っ
た
。
続
い
て
尽大
禦
冶寮
闘
争
委

員
会
に
よ
って
、
自
衛
隊
に
よ
る
宇

治
総
貧グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
反
対
、
自

衛
隊
の字
内
濡
冒
を
阻
止
し
よ
う
と

す
る
旨
の袖
別
ア
ピ
ー
ル
ぴ
行
な
わ

れ
た
。
更に
引き
続
い
て討
論
が
行

な
わ
れ
統
㎜派
の
学
生
の
十
・
二九

ス
ト
ラ
イ
干
反対
の
漬脱
が
始
ら
れ

る
と
、
館
内は
野次
で
一時騒
然
と

な
っ
た
。
次
に
ま
と
め
に
は
いり
十

・二
九
教
授
都
スト
ラ
イキ
の
決
議

を
投
票
に
よ
り
行
な
い
、
投
票
の翻

へ

果
、
ス
ト
.フ
イ
キ
焚
成
三
百
四
十五

票
、
反
対
百
八
十
四
票
、
保
圏
四
十

票
、
飛
履
八
票
と
な
り
十
月
二
十
九

日
に
は
ス
ト
を
以
て
米
原
潜
艦
寄
港

阻
止
の
運
勤
に
V
ち
あ
が
る
こ
と
に

な
った
。

二
十
八
日
の
代
講
員
大
会
て
は
、
米
原

潜
駈
阻
止
運
動
に
二
十
九
日
を
ス
ト
で

以
って
y
ち
あ
が
る
か
ど
う
か
を
問
わ

れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
大
会
以
前
教
餐

邪
八
+
数
ク
ラ
ス
で
ス
ト
決
を
と
っ
た

も
の
は
、
僅
か
に
二
十
ニ
ク
ラ
ス
で
、

そ
の
成
行
が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

結
局
仕
倒
的
多
敏
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
決

窟
さ
れ
κ
。
ま
た
現
教
講

自
治
会
の

キ
導
権
を
握
る
社
字
同
、
マ
ル
¥
同
中

核
派
に
よ
る
十
二
月
全
学
速
再
建
へ
の

前
提
と
さ
れ
る
原
潜
阻
止
閻
争
が
こ
れ

で
一応
の
曲
揚
を
兄
た
こ
と
も
抗
国さ

れ
る
。

大
会
血
中
、
V
命創
、
同
露
礼
両大

学
よ
り
凪大
に
篭
せ
る
,ノ
ピー
ル
、

神
戸
大
、
阪
大
、
静
大
、慶
大
、
九

大
な
ど
数
校
に
わ
にる
闘争
購
報
が

読
み
あ
げ
ら
れ
全
国
的尿
潜
阻止
囲

争
の
一扁
を
の
ぞ
か
せ
て
いた
。

"単

一
化

"問
題
諮
討
議

生
協

生
協
総
代
会
は
+
一月
十
四
日
(土
)

に行
な
わ
れ
昭
和
四
+
年
に
行
な
わ
れ

る
予
淀
の
四
大
学
(立
命
館
、
同
志
祇

京
大
、
府
立
大
)
の
単
一化
問
題
、
あ

る
いは
爵
給
問
題
、
水道
光
熱
費
問
題

出
資
金
増力
聞
題
そ
の
他
が
釘
議
さ
れ

る
こと
と
な
った

単
一化
問
題
と
は
昭
和
三十
穴
年
以

来
、
同
盟
化
か
ら
単
一化
へ向
け
て
、

五
ケ年
プラ
ン
で
也
め
ら
れ
て
き
た
も

の
で、
の
流
遡革
命
に
対
沁
す
る
人務

十
四
日
に
総
代
会
開
く

活
勤
機
能
の
大
規
模
化
、
一元
化
、
レ

ベ
ル
ア
ソ
プ
②
教
環
違
動
の錐
礎
強
化

③
自
王
的
生
協
発
展
に
買
献
でき
る
力

量
の
冨
積
と
い
う
こ
と
を
目指
し
た
も

の
で
あ
る
が
、、昨
年
か
ら
今
律に
か
け

て
低
滞
と
行
き
、川ま
りを
見せ
、
「単

一化
企
画
委
員
会
」
の
発足
は、
塵
宮

委
員
会
で
認
め
ら
れ
る
こ
とと
はな
っ

て
寒

い
。

ま
た
生
協
で
は
「第
二
回
全国
字
生

生
沽
実
態
祠
査
」
を
行
う
が
、
こ
れ

は
、
全
国
十
九
大
学
十
七
万
を
対
象

に
、ほ
ぱ
同
一
項
目
の
嗣
査
を
す
る
も

の
で
、
十
一月
十
日
に
調
査
開
始
で
十

二
月
初
旬
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
いる
。
今
展
の
「生
活
実
態
調
査
」

で
は
①
昨
年
皮
か
ら
め
傾
向
を
ふ
ま
え

た
学
生
生
沽

(消
費
生
筒
、
生
協
利
用

度、
生
協
に
兀
いす
る
認
識
)
の
実
態
「一

把
握
②同
盟
化
お
よ
び
単
一化
へむ
け

一

て
の基
礎
資
料
の
た
め
の
項
目
を
重
点

的
に加
え
る
こ
と
に
な
って
い
る
.

原
潜
、中
国
核
実
験

に
反
対

理
・
動
物
学
大
学
院
会
声
明
を
発
表

理
学
都
動
物
学
教
至
大
掌
院
会
で
は
米

原
沿
艦
旧
本
轡
准
、
中
国
核
突
験
な
ど

り

一連
の
闘
題
を
討
議
し
て
い
た
が
、
去

る
+
月
二
+
九
日
最
終
的
な
結
論
を
得

人
学
臨
会
と
し
て
は
初
の
声
関
を
発
衰

し
た
。
画
明
内
容
は
次
の
通
り
で
あ

る
。私

た
ち
県都
大
審理
学
郎
勤
物
字
教

室
大
字院
会
は
、
米
原
子
力
泌
水
艦
35

港
お
よび
中
国[恢実
験
に
刈
し
¥
咳
り

全
国
的
に
盛
上
り

東
京
で
は
三
千
人
が
参
加

十
・二
九
原
諮
阻
止
全
国
統
一行
動
は

この
春
以
来
は
じ
め
て
金
国
規
模
で
行

な
わ
れ
た
。
こ
の
紙
一行
動
に
呼
応
し

て
ス
ト
を
行
な
った
の
は
、
九
大
教
養

大
分
大
経
済
、
大
阪
市
入
全
学
、
立
大

理
エ
を
除
く
全
字
、
同
大
全
学
、
東
エ

大
全
学
、
横
砥国
大
分
松
、
静大
文
埋

等
で
、
授
業
放
梁
を
行
な
っ
た
大
学
を

含
め
る
と
約
三
十
校
が
参
加し
た。

束
鼠で
は
、
午
後
四
時
か
ら東
鼠
都

工
大
、
教
脅大
讐
の
学
生剰
三千
人

が
デ
七
を
お
こ
な
い、
大
蔵
省
前
で

す
わ
り
込み
をお
こ
な
い、
機
駒
隊

と
の蘭
に
相当
の混
乱
が
生
し
た
。

大
阪
で
も府
掌
連
の≠
生
約
八
〇
〇
人

が
デ
モ
を行
な
った
が
、
天
神
橘
付
近

で
府警
機
勤
隊
と
も
み
含
い
数
名
が
逮

捕
さ
れた
。
そ
の
他
兵
耀
県
ツ
幾、

九州
学
超
が
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
人
、
一

六
〇
〇
人
参
加
し
て
原
潜
艦
謡
港
阻
止

自
代
加
盟
校
で
あ
る
、
明
治
大
、
東
の
軌
一
行甥
を
お
こ
な
った
。
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全
国
院
生
集
会
で
決
議

十
月
二
十
四
日
、
=
十
五
日
東
京
・法

政
大
学
で
「研
究
と
生
活
を守
る
全國

院
生
十
月
中
央
集
会
」
で
、現
在
、
京

大
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
いる
自
衛

宮
入
学
問
題
が
京
大
院
生代
表
に
よ
っ

て
報
告
さ
れ
、
全
体
会議
に
お
いて
全

国
的
な
自
衛
冨
大
学
入
学
反対
の決
議

が
採
択
さ
れ
た
。

京
大
自
衛
冨
入
学問
題
は
九
月
以
来

工
掌
部
自
衛
冒間
題対
会
議
、
京
大

院
生
協
議
会
中
央委
員会
な
ど
が
中
心

と
な
っ
て
極
勒
が莚
め
ら
れ
て
き
た
が

、
学
生大
衆
の
瀞識
も
鵡
く
は
か
ば
か

し
い進
展
が見
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
「自
衛
冨学
囚
侵
入
は
何
を
貿
味
す

る
か?
」
と
い
う
パ
ン
フ
が
工
掌
都
対

策
会
議
な
ど
に
よ
り
販
売
さ
れ
、
よ
う

や
く運
動
の機
運
も
簡
ま
り
始
め
た
時

自
衛
官
入
学
問
題
他
大
学
に
も
波
及

でも
あ
り
、
今
後
畏
期
的
な
運
動
へ
の

と
り
組
み
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
九
大
、
名
大
、
東
北
大
、
阪
大

な
ど
の
旧
帝
穴系
の
大
学
に
も
自
衛
冨

が
入
掌
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
お

り
、
最
虹
で
は
入
掌
反
対
運
動
の
弱
い

大
阪
府
立
大
学
に
も
入
学
し
て
い
る
こ

が
あ
き
ら
か
と
な
っ
て
、
政
府
の
学
術

政
策
、
と
り
わ
け
軍
圃
主
義復
活
とし

℃
の
政
策
と
し
て
ζ
れ
ら
をと
り
あ
げ

よ
う
と
い
う
態
展
が
、
こ
の
+月
申
央

集
会
で
も
明
確
と
な
つた
。

一方
、
本
紙
今
弩
に掲
載
し
て
いる

よ
う
に
駅
大
手
治寮
敷
地
内
に
於
て

宇
治
総
合
ゲ
ラウ
ン
ド
碓
設
と
いう

名
目
の
下
に
自衛
隊
が
介
入
し
て
お

り
、
十
月
二
+七
日
に
は
宇
治
寮
闘

争
委
員
会
の手
に
よ
って
「自
衛
隊

に
よる
宇
沿総
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
超
設

反
対」
の
ビ
フが
ま
が
れ
た
。
こ
の

事件
に
つ
いて
は
、
二
十
八
日
教
喪

部
代
議
員
大
会
で
も
筋
別
ア
ピ
ー
ル

か
な
さ
れ
、
同
生
ム広中
央
執
行
委
員

会
も壁
新
聞
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
を
行

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
臼
衛
げ
字
内

介
入
問
題
は
大
き
く
学
仕夫
衆
の国

前
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ノ
ブ
さ
れ
てき
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
は
、自
衛

胃
入
学
反
対
還
動
と
午
婆

敷地
内

自
衛
㌔
介
入
反
対
運
動
と
か船
び
つ

け
は
、
一麟
網
踊
す
る
も
のと
見
ら

れ
る
。

「
東
南
ア
ジ
ア
研
究
」
発
行

東
爾
ア
研
現
地
報
告
を
圭
体
に

盛
繭
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
…
で
は
、
こ

の
村
、
そ
の
拓
動
状
況
と
耳
況
を
報
告

す
ろ
予
刊
誌
「東
繭
〆
ジ
ア
研
究
」
の

第
石
弓
を
発
行
し
た
。
岩
村
忍
所
長
の

三
+
九
年
度
第
二
・四
半
期
報
告
をは

じ
め
、
口
羽
益
生
竜
谷
犬
講
師
、
川
口

桂
三
郎
農
学
都
教
授
な
ど
の
輪
文
嘱
木

こ
の統
一行
甥
は
、
去
る
七
日
の
地

方
四
4
雌会
読に
お
い
て
恵
志
統
一

が
な
さ
れ
、
十
九
日
東
以葛
西
公
会

常
で
五
-工
八与
七
五
自
濡
会
参
加
の

も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
全
白
代
に
お

い
て
決
疋
さ
れ
て
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
.
な
お
今後
の原
潜
闘的

が
、
十
一
・八
現塘
派
遡、
十
一・

一二
緊
急
ゼ
不
ベ
ト
と
全函
的
な
磁

り
上
が
り
の
契
機
と
し
て
江
目さ
れ

る
。

工
事
は

宇
治
グ
ラ

・治
紛合
グラ
ウ
ン
ド
内
での
自
衛
隊

の
竃
挙
演
習
から
は
じ
ま
る
字
牛
部
、

骸
設
鄙
と
孚
治寮
牛
と
の衝
突
は
、
教

轟
自
治
会
、岡
学
会
の介
入
で
新
レ
い

解
鰻
に入
り、
二十
八日
君
工
予
疋
の

工
箏
が
勉
期さ
れる
こ
と
に
な
った
。

京大
は字
冶
に総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

つ
くる
計
圖
を
雌
め
、
田
年
文
那
劣

か
ら
第
一期
⊥
碩の
予
算
が
認
め
ら

れ
た
が
、
実
際
お
り
た
予
算
は
要
求

額
(約
四
干
わ
円
)
の
四
分
の
一の

千
二
白
乃
円
村
度
し
か
な
く
、
ま
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
蒼
定
地
は
火
藁
廠
跡
で

危
険
が
伴
い
、
一般
丈
者
に
依
頼
す

れ
ば
経
質
が
曲
く
つ
く
の
で
、
弛
設

部
と
し
て
は
以
削
か
ら
自
衛
隊
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
聯
地
を
依
頼
す
る
樋
り

で
い
た
。
そ
し
一.前
納
議
賊
あ
け
の

九
月
二
十
八
日
に
煮
ユ
が
決
疋
し
て

い
た
も
の
。

一日

一ン

時
延
期
に

ド
の
自
衛
隊
請
負

、

討
畿
し
た
結
巣

最
初
≠
生
鄙
の
説

明
に
よ
る
自
納
隊
の
整
地
工
縞を
純

粋
な
工
婦
と
み
て
こ
れを
承
諾し
た

か
、
二
十
一日
の
事
件
発生
以米
、

こ
の
⊥
覇
は
演
習
の
[那
で
ある
と

し
て
、
こ
の
⊥
嫡
を自
衛
隊
が
行
な

う
こ
と
を
拍
白
す
る
こと
を
決
疋し

た
。
そ
の
た
め
に
再
び
二
十七
目
午

後
十
二
時
か
ら、
掌
生部
長
、
飾
般

部
長
ら
と
争
治
縦
生
と
が
団
体
父渉

を如
め
、
蟹
生
代
表
は
、
こ
の
」
事

を
煮
肴
に
嗣負
せ
、
自
衛
隊
に
こ
の

工
事
を
ま
か
せ
る
へき
で
な
い
と
⊥

廓
を
、
話
合
い
か
つく
ま
で
処
M
す

る
こと
を
申
し
込
ん
だ
。

結
岡
字
生
郎
、
施
設
都
が
纏
少
し
て

奥
田
学
長
が
、
出
張
か
ら
帰
る
三
十

一日
ま
で
⊥
嶺
は
延
期
す
る
こ
と
、

来
年
か
ら
は
暴
大
に
囲
す
る
⊥
事
に

は
、
自
衛
隊
に
依
頼
し
な
い
こ
と
、

総
菅
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
絶
対
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
、
な
ど
を
癬
約
し
、
宇
治

寮
竺
も
、
自
徽
隊
に
、刈
す
る
認
識
が

た
ら
な
か
った
こ
と
と
、
鷹
見
の
承

統
一を
認
め
も
う
{展
祭
牛
の
蕊
見

を
ま
と
め
て
く
る
こ
と
な
述
ど
べ
今

灸
団
父
を
続
け
る
よ
う
両
者
と
も
帷

認
し
た
。
閥
題
解
決
は
今
後
に臓
さ

れ
た
が
、
学
生
部
は
、
手
附
寮
の
了

解
を
得
れ
ば
、
扇
が
か
た
つ
く
と見

て
い
た
た
め
に
、
¥
治
寮
仔
以
外
は

誰
も
自
衛
隊
が
こ
の
工
奪

前
負
っ

た
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
た
。

を
も
っ
て
反
対
し
ま
す
。

政
府
は
、
私
た
ち
の
宏
保
反
対
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
安
保
条
約
に基
くと
称

し
て
、
米
原
子
力
潜
水
艦
の
冨港
を
認

め
ま
し
た
。
原
子
力
潜
水
鵬
の象
金惟

と
核
凶
備
に
つ
い
て
の
政
贋
の
見
解

は
、
科
憲

た
ち
に
よ
っ
て
議
繭
の余

地
な
く
反
論
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
核
笑
験
は
、
米ソ
.火仏
の核
兵

器
尚
威
に
、
あ
ら
た
に
核
共
器を
加

え
、
地
球
の
放
射
能
病
染
を
一廟
増
大

さ
せ
、
そ
の
鶴
果
私
た
ち
の生
存
そ
の

も
の
が
お
び
や
か
さ
れ
て
いま
す
。

私
π
ち
は
、
全
世
界
の
核
武
装
化
に

反
灯
し
ま
す
。
貸
本
ま
縄
幽
て
あ
れ、

社
会
」
禽
国
で
あ
れ
、
国
際
敷治
の現

状
は
、
杉
兵
囚
保
百
を
前
娠
にし
な
が

ら
、
自
己
の
利
旨
関
係
を有
利
に
は
こ

ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
P
し
か
し私
た
ち

は
、
私
た
ち
目
身
の
立
場
に
た
って
、

一も
の
秀

え
た
い
意

い
ます
、
私
た

ち
は
こ
の
よ
う
な
軍
備
払
張
競
争
に
よ

っ
て
、平
和
が
も
た
ら
さ
れ
た
り
、
毎

日
の
占し
い生
活
が
少
し
で
も
民
く
な

る
と
は
絶対
に
思
いま
せ
ん
。
軍
備
拡

張
競
争
は私
た
ち
の
生
盾
の
難
牲
の
も

と
に
行な
わ
れ
る
も
の
で
あり
、
武
器

は
い
つ
も私
た
ち
自
身
に
む
け
ら
れて

いま
す
。

中
国
核
実
験
を
U
実
に
、
米
際
子
力

淋
水
垢
審
港
で
既
成
溺
実
を
つく
り
あ

「げ
、
これ
を
絶
好
の
機
会
と
し
て
、
政

府
は
日
本
自
身
の
核
武
蝕
を
し
よ
う
と

し
て
いま
す
。
米
尿
子
力
骸
瀞
池
反
対

中
国
核
実
駄
反
対
は
、
私
た
ち
の
身

近
か
で如
ま
り
つ
つあ
る
日
本
の
核
武

装
反
対
へと
つ
なが
る
も
の
て
す
。

私
た
ち
は
目
前
に
坦
った
米
原
子
力

潜
△威
箭
港
に
反
対
し
、
行
動
に
y
ち

あ
が
る
こ
と
が
、
当
面
の
一番
緊
急
な

ζ
と
だ
と
考
え
、
み
鳳さ
ん
に
訴
え
ま

す
。昭

和
三十
九
価
十
月

駅都
大
学
運
蓄

動
物
学
教
経
大
字
臨
会

"
覚

書

4
を

共

同

発
表

宇
治
寮
学
長
・学
生
部
長
と
団
交

辮

磯

驚

獅
纏

響

衛隊に講

をしないよ

奪
餐
編÷
欝雛懲
　難

と
こ
ろ
が
、
岡
題
は
、
さ
ろ
二
十

の
目
御
隊
の
曜
箏
演
習
が
武
器
を
梗
川

し
て
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
見

た
与
摺
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
声
接
し
て
い
る

宇
治
寮
生
の
}部
が
二
十
二
日
に
年
生

宇
治寮
に
あ
る
鼠
衛
隊
の
瀕
留
に
反
対

し
て、
二
十
六
◎月)
二
十
七
(火
)

と
学長
団
父
、学
生
都
畏
団
交
を
続
け

て来
た
同
学
翁、
体
穐
会
、
宇
治
漿
生

還
は
十月
三
十
一日
"グ
ラ
ウ
ン
ド
建

殿
に
園す
る
覚
踏晶
を
学
板
側
と
《
同

署
名
で
允衷
し
た。

十月
三
十
一口学
生
鄙
長
室
に
於
い

て
学
長
、
学
厄
耶長
ら
大
与
側
と
学
生

約
二
十
人
か協
漉
の和
果
、
奥
田
学
疲

山岡
子
生
部長
、
終
理
ゆ
艮
、
同
争

会
、体
角
会
、等
治炎
の
名
で
、
宇
浴

総台
グ
一ノウ
ン
ド
建
設
に
囲
し
て
予
騨

の
那台
か
ら
、
扇
前
の柑
識
なく
自
衛

隊
に
⊥
購
を話
風
わ
せ
た
の
は
遺
憾
で

あ
る
、
な
ど
の
肛項
目
に
つ
い
て
覚
㎡

褄
表
レ輩

グ
多

蓑

触

闘
す
る
堀茜
4
内
谷次
の
虚
り
。

一、
写
治
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
鎚
設
に

関
し
て
、
第
一期
工
略
を
千
二
白
力
円

雛
全
貌
が
浮
彫
に

と
い
う
予
算
の
関
係
卜
「
自
衡
隊
に
⊥

事
を
鯖
負
わ
せ
た
こ
と
へ
事
蔚
に
相
読

し
な
か
っ
た
こ
と
は
全
く
遺
憾
で
あ

る
。二

、
第
一期
工
事
に
関
し
て
は
、
一

切
の
弐
器
を
携
帯
す
る
こ
と
は
認
め
な

い
。三

、
第
二
期
⊥
装
以
降
に
関
し
て
は

自
繍
撒
を
⊥
嶺
に
便
川
す
る
こ
と
は
彪

}だ

行
わ
な
い
・

四
、
四
年
註
悶
は
絶
対
に
実
ふ
す
る

延
期
、
規
模
扁
少
は
粕
紺
に
行
な
わ
な

ゴ

の項是

菱

」

十
↓月
祭ま
であ
と
半
月
ほ
ど
。
Ψ
産

れ
て
いた
準
備
委
員
会
の活
勤
も
、
各

クラ
スか
ら
かな
り
の
哨
備
委
員
が
集

り、
立
裾
作
り
、
土

月
祭
二
山ー
ス

発
行
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
よ
う
や

く
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
、
ほ
ぱ
十
一月

察
の
全貌
が浮
彫
り
に
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
講
演
関
係
で
は
、
十
一月
奈
の

㍗二打賠
で
ある
テ
ー
マ講
演
会
は
、謁舳

九
名
が
最
罫
胸
に
決
冠
し
、
二
卜
一口

よ
り
三日
閥
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ

る
。▽

第
}日

山
田
宗
腔
、
橋
川
文
三

上
山
春
半

サ

ー

ク

▽
第
二
日

村
上
一郎
、
桶
谷
秀
昭

三
翻つ
と
む

▽
第
三
日
"
眉
、'淑
郎
、
棉
田
沸
之

佐
野
鐸

男

品
念
講
演
会
は
二
十
三
日法
耗
拓
一

教
デ
で
奥
田
束
争
長
、
田中
喪知
太

郎
又
争
耶
教
鼓
、庁
司
光
行
」
守鄙

教
授
を
む
か
λ
て
お
こ
為
われ
る
。

柏
例
の
自
然糾
な講
漬
会
は
、
今
年

は
一一日
間
に
わた
っ
てお
こ
なわ
れ

第
}日
(二
百
)
に
"サ
ル
の
征

き
笑
い
存
の
プー
マ
で
、第
=
日
(

二
十
三
日)
に
"生命
の
神秘
4
の

テ
ー
マ
で
行
π
わ
れ
る。

想
号

難織

求

諜

月

「不

在な

る汝
」
へ
の予

感

児島

-
洋闘精神分析的自我と外界吉沢慶一

埋 +

轍耀

難
〉

遜

薄〈研究論文〉スピノザの「短論文」について……:洞水礼子

実

存

主

義
調
キ
ル
ケゴ

ー
ル

頑
ヨ
○○朋

ニ

ー'

チ

ェ

全

集
・

韓
嚢
濃
講
灘隙鱗粥譜艦

璽目
讐
灘贈

曜鑑

蛎㍊

理

想

社

あ
った
場
A口に
は
即
時
に
自
衛
隊
に
よ

る
工
瑛
を
中
止
す
る
。

奥
田
束
、
山
岡
姑
}、
西
間
木
久
郎

竹
内
陽
一、
詩
藤
惟
懇
、
冨
沢
義
犬

〃核
兵
器
廃
棄
〃

ル
企
画
も
出
揃
う

ま
た
今年
はし
め
て
の
逢
幽
と
し
て

京
大
新
聞
社
で
「戦
後
日
本
時
論
」

の
アー
マ
のも
と
に
山∴
日
努
参
加

罰
演
会
を
註
贋し
て
い
た
が
、
惣
島

耕
　磯
出
光
一の
二
氏
が
譜蹴
と
し

て
決
疋し
た
。

ま
た
映
画
は
、
「刑
事
」
「箔
.眉の
す

へて
」
「コン
ク
リ
ー
ト
・ジ
ャン
グ

ル
」
「雨
の
し
の
び
逢
い
」
「女
と
男

の
い
る
舗
道
」
「ロ
尉
」
「女
と
も
だ

ち
」
の
以
ナ
七
本
に
決
疋
。
入
場
料
五

十
円
で
西
都
調
望
し
て
上
映
。

既
報
の
弘
田
三
枝
子
シ
ョウ
は
、
同

芯
社
大
学
イ
ブ
祭
が
共
催
を
下
り
た
た

ア

ピ

ー

ル

を
接

択

日
本
学
術
会
議
総
会

日
本
学
術
会
議
(A嚢
明
水
坐

郎)

は
+
月
二
+
八
日
よ
り
第
四
十
二
回
秋

の
総
会
を
朗
き
、
「該
只
器
の
全
面廃

棄
と
放
射
能
の
危
険
に
つ
い
て
慣
界
の

科
学
首
に
轟
え
る
」
ア
ピ
ー
ル
、
大
学

院
制
皮
に
閃
す
る
勧
告
な
ど
を採
払
し

て
終
っ
た
が
、
二
十
八
日
の
錦
一日目

に
は
原
子
核
委
員
会
(委
員
長
扱
出
昌

一)
で
米
原
潜
駈
寄
溢
問
題
に
つ
い
て

の
公
式
見
解
が
閉
か
にさ
れ
るな
ど
原

潜
艦
尚
題
が
論
議
の
ま
と
と
な
っ
た。

総
会
の
謡
題
と
し
て
は
①大
掌
幌
制
艮

②
大
字
凶
醇
館
の
虹
代化
に
つ
い
て
②

イ
ン
タ
!
ン
制
度
Φ
アジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
諸
国
米
日
留
掌
生畳
け
人
れ体
制
⑤

耐
簾
工
学
研
究
の
拡
允
の
強化
、
の園

際
生
物
畢
・人計
画
の
実
馳
がと
り
あげ

ら
れ
勧
告
と
し
て
順
調
に孫
択
さ
れた

が
、
政
治
に
か
かわ
る米
原謄

嘗
港

周
題
、
日
本
4
術
会
碗会
堤
が自
動
的

に
闘
争
的
な
色彩
のあ
る
爾
極
偏
測
挑

進
本
那
の奏
員
に
なる
問
垣
に
なる
と

論
議
が
紛
糾
し
た。

第
一臼
目
の米
脈沿
齢
冨
池
の団
題

は
原
子
核
尉別
委
員
会
の見
解
をめ
く

っ
て
、そ
れを
子'鯖会

誇
の公
式
見
解

に
す
る
かし
な
い
か
の問
題
に
なり
、

運
宮
蓄
、議
会
で
は峡
府
の
粉台
見
酔
に

「っ
い
て質
悶
状を
駅チ
力
委
貝
会
と
父

換
し
て
そ
の後
に磐
レ決
矩
を
す
る
ζ

と
に
した
。

原
子
核
勤別
憂録
会
の見
解
は
去
る
九

め
准
伽
委
取
独
の
」俸
で
〃県
大
十
一

郵
諺
岐
犠
鮒
麺

子
北
助
忠
男
と
ア
レ
ー
ジ
ャ
ズ
、
京
大

.轄
日
榮
語
を
浬
λ
て
、
二
十
四
日
午
後

上
時
よ
り

払
都
斯
聞
ホ

ー
ル
に
て
行
な

う
こ
と
に
次
.店
。

(
入
場
料
四
U
円
)

各
サ
ー
ク
ル
企
画
は
出
牝
14
に
較
へ

る
と
肴
門
減
少
レ
て
い
る
が
・
父
曽

梁
団
、
ギ
ク
ー
ク

フ
プ
、
焔
、伽
酪
、

獄
ど
に
よ
っ
て
加
へ
公
、
隔
小
、
、、

ン
ポ
ジ

ュ
ー
ム
π
ど
の
酒
発
{.
誌
圓

が
と
り
く
ま
れ
て
い
る
。

本紙創刊四十年記念講演会

社:

生
口

 

木
紙
で
は
創
田
四
+
年
を
昭
念
し
て鴻

会
獄ら
ぴ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
誌
防
し
議
帥
と
の械
衡
を
脈
ね
て
ま
いり
ま

し
た
が
、
こ
の
歳
最
華
的
に
企
囲
がま
と
ま
り
ま
し
た
の
る

お
知
せ
い
た
し
ま
す
。-現
在
の
こ
の混
沌
と
し
た
状
尻
に
あ

う
て
私
建
は
ど
の
よ
う
}、4方

法
、刷と
行動
が要
求
さ
れ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
を
一解
飢
な
「世代
論
」
や
兄利
的
な戦
陥

戦
術
輪
で
安
易
に
決
定
す
る
こと
πく
、
ま
さに
}人
の
存

在
と
し
て
考
乳
て
行
き
た
いと
思
いま
す
。
勿
繭、
糺
論
を

忙
急
に
出
そ
う
と
は
擢
い
ま
せ
ん。

沈
渦
し
き
っ
た
脈
大
又
化
に
加烈
なパ
ン
チ
を
与
λる
へ

く
、
そ
し
て
第
三
期
批
品
と
で
も
いう
べ
き
批
記の
ア
ク
シ

ス
の
噛
換
を
田
ら
れ
て
い
る現
在
、
者
、川兄
姉
の
損
極
削

な
参
加
を
お
願
いし
ま
す。

一、
日

時

十

幽
月

二

十

日

(木

)

午

後

剛
時

よ

り

闘
、
場

所

一
、
テ

ー

マ

一
、
硝

師

磯 飯戦法

轟 田 島欝

馨 光細 本義
新 諸_1躊_論 室

ユエ オハグ聞`翼:1:

、1,

社 ご 氏6氏

月
二十
一百
に
出
さ
れた
も
ので
、
政

府
の総
合
見
伽
は
冑門
家
の
感見
が
は

い
っ
て
いな
い嶽
厄ど
か
ら
「芋
術
会

で昨
焦
・春
、
科
字
的
見
地
に
又
って
自

主的
に
蜜
令
性
馨
議
す
る
こ
と
を
声

明
と
勧
告
で
安
求
し
て
いた
が
〈総
合

見
解
〉を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
趣

旨に
沿
って
いる
と
は
.弓え
ら
れ
な
い

し
た
が
って
ま
だ
〈宏
介
性
〉
は
明
ら

か
にな
って
い
な
い」
と
浩
..岬
レて
い

る。
ー

、'、'
、ー

.板黒

オ
リ
〉
ビ
ソク
も
終

り
、
わ
が
日
本
列
島
に

も
よう
よう
秋
が
潔
々

と
訪
れ
て
き
た
。
北
の

国
か
ら
は
観,兀よ
り
も

聞
か
れる
U
て
ある
。
当
黙
の
こ
と
と

は
い
いな
が
ら
、
あの
なに
が
な
ん
て

も
オリ
ン
ビ
ソ
ク
/
と
い
った
μ
気

は、
街
行
く
人
々
の
屑
を
す
ぼ
め
た
影

に
も
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
▼
〈右
〉

か
ら
は
「日
の
丸
バ
ン
ザ
イ
」
が
い
わ

れ
くκ
V
か
ら
は
「イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻

勢
」
が
猫
澗
さ
れ
、
と
もあ
れ
日
本
中

を
〈農
感
さ
せ
た
二
雌
同
〉
に
は
ち
が

いは
な
か
った
が
、
い
った
い
な
に
が

婁
わ
った
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
融
風

の
吹
き
さ
った
あ
ζの
顎
を
か
か
え
て

〈彼
〉
は
こ
う
〕
周
す
る
の
て
あ
る
。

テ
レ
ビ
疲
れ
の
恢
は
ま
だ
多
少
ゴ
ロ
ゴ

ロ
す
る
が
、
や
り
き
れ
な
い
銀
.冊は
少

し
も
亙わ
ら
ず
砒
い
て
い
る
て
は
な
い

か
・・▼
耕
聞
の
投
苔
ら
ん
に
は
こ
こ
し

ば
ら
く
し
ら
し
ら
し
い
印
域
批
レ肝と
、

忠
誠
告
肖
の
吐
鋸
は
つ
づ
く
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
れ
を
み
て
イ
.アオ
ロ
ギ
ー
侵
透

に
〈笈
化
〉
を
み
る
ご
仁
も
め
と
を
た

た
ぬ
だ
ろ
う
。
す
べ
て
〈予
定
〉
ど
お

り
に
笈
わ
り
く予
泥
V
ど
お
り
に
変
わ

り
〈予
定
〉
通
り
に
厄
機
は
諦
れ
て
い

る
と
い
う
の
も
、
ま
た
結
栴
雌ご
と
だ

▼
「イ
デ
オ
ロ
ギ
」
地
図
」
6ー
き
の
好

き
な
〈知
識
人
〉
か
ら
は
、
そ
ろ
そ
ろ

こ
の
間
の
貸
仙
対
興
表
な
ど
も
提
出
さ

れ
る
こ
ろ
た
ろ
う
。
た
が
、
一排
の
朗

持
に
仮
汎
し
て
い
う
な
ら
は
、
次
の
よ

う
に
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
だ
、
凪設

と
聞
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
だ
い

く上
げ
底
V
だ
〈ソ
ン
ボ
ル
費
久
〉
だ

町、6ど
と
い
って
も
、
骨
晒甑L乃'ての
も

の
は
〈允
溢
〉
し
て
い
る
の
て
あ
っ

て
、た
か
だ
か
知
肘
"
凌
て
到
崖
で
き

る
く図
.禦V
な
ど
,同
に
ー
ス
が
き
て

い
な
い
の
て
あ
る
。
あ
た
かも
幻
想
と

}ン
」葦

建

食

.屈
v
袈

し

て
効
能
を
小さ
陳
か
った
よ
う
に
▼
冗

談
に
も
こ
ん
な
こ
と
を
切
し
て
〈
54わ

った
〉
な
ど
と
い
わ
汽
い
方
が
よ
ろ
し

い
。
お
・てら
く
牌
筏
二
丁年
、
珊
臼
さ

れ
た
イ
ズ
ム
の
ト
か
ら
よ
う
よ
つ
小ン

ネ
が
あ
ら
わ
れ
た
、
と
い
っ
た
アイ
の

も
の
で
し
か
な
い
の
だ
か
ら
。
秋
の
痩

の
介
飲
β語
六
ら
、
あ
の
人
ハ秤
目
の

会
瞬
に
は
必
ず
日'わ
れ
て
ニ
ュ
ヤ
カ
に

瓢欝
謡

穂二
人
間
形
成
の
原
典

・
名
著
の
兜
訳
決
定
版
1
・

全
29
巻
舎
巻
六
三
〇
円

責
任
編
集
睡
務
台

理
作

田
中
美
知
太
郎

高
島

養
哉

∂驕6、

 

松
浪
信
三
郎
五

装
慎
1ー
亀

倉

雄

策

田
世
界
思
想
の
真
の
最
高
峰
の
み
を
厳
選

図
大
作
完
訳
を
根
本
方
針
と
す
る
決
定
版

囹
永
く
模
範
と
な
る
正
確
で
平
明
な
訳
文垂

團
学
界
の
最
高
水
準
を
示
す
懇
切
な
解
説

圃
書
架
に
重
量
感
を
も
た
ら
す
豪
華
造
本
r

`

★
四
六
版
/
三
色
嚢
畢
美
麗貼
函
入
/
平
均
四
五
〇
頁

★
各
巻
解
説
入
り
/
毎月
一回
配
本
/
各
巻
六
一二〇
円

0
ブ
ラ
ト
ソ

「国
家
」
他

②
ア
リ
ス
ト
テ

全

29

巻

の
内

容

レ
ス

「
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
」
他

④
ア
ウ

グ
ス
チ
ヌ
ス
、
ル
タ
ー
「告
白
」
「キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」

0
⑤
モ
ン

テ
ー
ニ
ュ
「随
想
録
」
㊦
ベ
ー
コ
ン

「学
問
の
進
歩
」
他

⑦
デ
カ
ル

ト
「方
法
序
説
」
他

Q
パ
ス
カ
ル

「バ
ン
セ
」
⑨
ス
ピ
ノ
ザ

「倫
理

学
」他

⑧
Φ
カ
ン
ト

「純
粋
理
性
批
判
」他

⑭
へ
ー
ゲ
ル

「精
神
現

象
学
」
⑱
オ
ソ
ブ
ズ

「リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
⑳
⑮
ス
ミ
ス

「国
富
論
」

⑲
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

「法
の
精
神
」
㊦
ル
ソ
i
「
エ
ミ
ー
ル
」
㊤
⑲
⑳

⑳
マ
ル
ク
ス

っ資
本
論
」
@
レ
ー
ニ
ソ

「唯
物
論
と
経
験
批
判
論
」
他

⑳
ウ

ェ
ー
バ
ー

「政
治

。社
会
論
集
」
⑳
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

「死
に
い
た

る
病
」他

⑤

二
ー
チ
ェ
「
こ
う
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
旛

。
た
」他

⑳
ラ

ッ
セ
ル
「社
会
改
造
の
諸
原
理
」
他

⑱
デ
ュ
ウ
イ
闘
タ
フ
ッ

「社
会

倫
理
挙
」
㊦

ハ
イ
デ
ノ
ガ
ー

「有
と
時
」
⑳
サ
ル
ト
ル
「
存
在
と
無
」他

先
哲
の
思
索
を

東
入総
長
大
.河
内
一
男

と
か
く
解
説
書
や
ダ
イ
ジ
ヱ
ス
ト
で
間
に
合
わ
せ

る
風
潮
が
強
い
の
は
困
り
も
の
だ
し
、
そ
れ
を
要
ジ

領
よ
く
覚
え
込
む
こ
と
を
教
養
と
思
い
違
え
て
い

る
傾
向
が
あ
る
。
解
説
書
や
入
門
書
を
や
め
て
、
.

い
き
な
り
原
典
と
取
り
組
む
気
醜
が
ほ
し
い
。
そ

し
て

「自
分
の
頭
」
で
先
哲
の
思
索
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
o

読
書
界
へ
最
上
の
贈
物
1
ー

鼠
大
総
長

大
浜
信
泉
h

一
部
の
専
門
家
は
別
と
し
て
、,も
ろ
も
ろ
の
思
想

家
に
つ
い
て
の
体
系
的
の
理
解
を
一
般
の
人
に
求
.

め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
第
一
そ
の
手
段
に
欠

け
て
い
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
全
集
の
出

現
は
、
読
書
界
の
大
き
な
穴
を
埋
め
て
く
れ
る
も

、

の
と
い
え
る
。
読
脅
家
へ
の
絶
好
の
贈
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

現
代

に
食
き
る
学
生
研
究
餐
に
贈
る
必
読
の
書
!

第

一回
配
本

・
10
月
30
日
発
売
!

、

一一

一口

マ
ル
ク
ス
脹編
羅
蒜
振
窃
歓
編

二
十
世
紀
の
世
界
の
動
呵
は

『資
本
論
』
の
法
則
を
軸
と
し
て
大
き
く

転
回
し
て
い
る
。

『資
本
論
』
は
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
生
産
、

様
式
の
移
行
の
必
然
性
を
明
ら
か
に
し
、
人
類
解
放
の
道
を
示
す
こ
と
.

に
よ
っ
て
、

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
を
一
つ
の
思
想
体
系
と
し
て
完
成
さ
せ
た
,

歴
史
的
大
藷
で
あ
る
。
経
済
学
を
学
ぶ
者
に
限
ら
ず
現
代
に
生
き
る
知

識
人
か
一度
は
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
籍
だ
。

.

全
四
巻

資
本
諸
1

(第

一部

。
全
)

資
本
論
2

(第
二
部
・
全
)

資
本
論
3

(第
三
部

・
上
)

資
本
論
4

a第
三
部
・
下
)

(原
版
権
所
有
老
青
木
書
店
)

麟
騨
甦
σの訊
河
出
書
.房

ワ
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必
然
性
"の
哲
学
に

マ
ル
ク

ス

・
ヘ
ー
ゲ

ル

・
コ
ン
ト
系

計

画

経

済

と

ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム

澗
水
幾
太
郎
は
「社
会
王
薦
圏
」
以

外
で
も
、
災
進
諸
国
の
開
発
計
圃
や先

進
資
本
王
輔
潴
国
の
経
済
計
画
が
諺
行

し
て
い
る
二
+
世
紀
後
半
の
現
実
を
、

平
和
共
俘
と
同
様
こ
れ
ま
た
「マ
ル
ク

ス
主
義
」
の
史
観
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の

と
見
る
。
前
回
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、

清
水に
よ
れ
ば
低
開
発
國
の
エ
リ
ー
ト

は
「存
在
が
意
識
を
決
廻
す
る
」
と
い

う
Ω
旧水
に
よ
れ
ば
マ
ル
ク
ス
葺
義
の

テ
ー
ゼ
を
拒
由
す
る
さ
ら
に
か
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
が
計
幽
性
を
贈
大
さ
せ
て
「

泥
A]経
済
」
化
し
、
他
力
ソ
超
経
済
は

拠
の方
同
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
泌
つ
く
と

い
う、
テ
イ
ン
バ
…
ゲ
ン
・ハ
ン
セ
ン

・シ
ュレ
ジ
ン
ガ
ー
ら
の
大
方
の
ブ
ル

ジ
ョア
学
者
の
意
見
を
そ
の
ま
ま
く
り

か
えし
て
いる
。

そし
て耐
水
は
ソ
巡
の
、訂叫
経
済
に

つ
い
て
テ
ィ
バー
ゲ
ン
に
従
って
次
の

よ
う
に
昌
う。
「ソ
ビ
エト
の
経
撫
的

発
展
は、
ひと
え
に
原
論
を
捨
て
て
経

験
に
学
ん
だ
「経
験
王
霧
者
」
【冨
僚

や
計
圃技
術
者
】の
賜
で
あ
る
。
」
今

目
の
ソ連
の
「冨
僚
や
計
闘
技
術
者
」

を
た
だ
「経
験王
義
省
」
と
し
て
み
、

敦
条
主
義
を
ソ連
の
政治
指
導
者
や
避

済
掌
者
だ
け
が
も
つ
も
のと
し
て
、
両

者
を
別
個
の
王体
、
方
法と
み
る
の
は

単
純
極
ま
る
判
断
で
ある
。
「教
条
主

義
」
と
「経
髄
主
義
」
と
は正
し
く
官

傑
11
計
画
技
術
者
お
よ
び
そ
の頂
点
と

し
て
の
単
一政
党
共
産
党
の同
一生
体

の
中
に
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
と
し
て続
台

さ
れ
て
い
る
。
官
僚
の
「経
験
穿
輔」

は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
学
者
が
み
る
よう

な
ス
タ
ー
リ
ニズ
ム
の
臼定
で
は
決
し

て
な
い。
「社
会
王
義
の
恭
本
的
経
済

巌
則
は
、
高
慶
な
技
術
に
も
と
つ
い
て

生
産
を
た
え
ま
な
く
増
大
さ
せ
改
再
さ

せ
る
こ
と
に
よ
って
、
社
会
全
体
の
た

え
ず
増
大
し
て
いく
物
質
商
欲
望
と
文

化
的
欲
唄
と
を
最
大
鴎
に
み
た
す
こ
と

に
ある
」
と
いう
慈
名
高
い
教
条
王
義

を
軒
蔑
す
る
こ
と
はい
く
ら
で
も
出
釆

る
。
だ
が
この
叙
桑チ
轟
の
ゆ
え
に
こ

そ
スタ
ー
リ
ニス
ト
は
経
鹸
∫
競
に
晩

らざ
る
を
得
な
いこ
と
は
、
絆
験
圭
義

的合
押
穿
曲
者
田示に
は
決
し
て
押
解

で
き
な
い
のだ
。
結
局
ス
タ
ー
リ
ニ
ス

ト
に
対す
る
一見
鋭
い溺
水
の
非
難
は

、
ス
タ
ー
リ
ニ
.へト
の行
吻
の
㌦.実
上

の
容
認
・
叢列
に陥
って
し
ま
う
。
ζ

こ
で
も
ま
兀
肩
水
の
又場
は
例
の
「存

'仏
す
る
も
の
は
台理
的
で
め
る
」
と
い

う
一面
の
物
神
宗
打
で
ある
。

マ
ル
ク
ス
圭
義
は

史
的
宿
命
論
か
?

丹
水
は
ス
タ
ー
リ
ニズ
ムの
計
臨
経

済
論
が
も
つ
教
条
子
義を
批
判
し
た
あ

と
、
マ
ル
ク
ス
圭
我
そ
の
も
の11
史
的

唯
物
論
を
取
撃
し
て
次
の
よ
うに
護う

。
「た
だ
皿つ
計
画
と
い
う
も
のが
住

め
ぬ
腸
所
が
あ
る
と
す
れ
ば、
そ
れは

マ
ル
ク
ス
空
義
で
あ
ろ
う
。遊
に醤
え

ば
計
幽
と
い
う
こ
と
を
受
け
捨
れた
人

周
は
、
そ
の
瞬
間
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義

の
根
本
思
想
に
背
を
同
け
る
こ
と
に
な

る
。」か
れ
に
よ
る
と
、
マ
ル
ク
ス
圭

義
は
、
自
由
放
任
思
想
や
へ
L
ゲ
ル

哲
学
・コ
ン
ト
の
社
会
学
と
同
様
、

「歴
史
王
義
」
(ポ
ソパ
ー
「歴
史
王

義
の
賀
困
」
)
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

「騰
史
が
人
間
の
慈
識
と
は
無
関
係

に
目
分
の
目
的
へ
同
って
進
み
、
そ
の

雌
桿
に
お
い
て無
蝦
の人
聞
の
目
的
や

努
力
を手
段
と
し
て利
用
す
る
」
自
由

放
任
忠
想
の
「見
えざ
る
手
」
に
導
か

れ
た
セ
足
調
湘論
と
マル
ク
ス
に
あ
る

客観主義的一元論]

}

(と
耐水
は
み
る
)
資
本
工縄
の
目
朗

頑

篶

と
は
正
鋳

に
の
極
に
V
つ

宿
命論
と
い
うこ
と
ら
し
い
。
そ
し
て

.洞
水
幾太
郎
は
、
こ
の
マル
ク
ス
∫
義

そ
の
他
の
必然
の哲
字
は
十
九
世
紀
の

「神
や
歴
史
に
細ら
ず
に
いら
れ
ぬ
弱

い
人
聞
」
の
茜
≠
であ
った
に
反
し
、

二
十
世
紀
の
哲
芋は
択
足首
乃
允♂
幽

一一

=
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膚
と
し
て
の
人
周
を中
心
に据
え
る
匝

史
観
」
で
あ
り
、
「誌
回
の
盗学
」
で

あ
る
と
う
て.0く
。

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
ぬ
代
哲
学
の
カ

リ
カ
チ
ンア
。
歪
ん
だ
マ
ルク
ス
主義

観
。
こ
れ
が
、
マ
ル
ク
ス
の
史
的唯
物

論
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
近
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
社
会
字
に
四
半
世
紀
も
た

ず
さ
わ
って
き
た
滑
水
の
哲
学
・科
学

観
な
の
だ
ろ
う
か
9
偲
ず
る
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
だ
/
だ
が
や
は
り
こ
れ
が

箭
水
村
会
学
の
成
れ
の
果
て
な
のだ
。

清
水
社
会
学
の
特
性

淘
水
は
い
ま
ぐ
ル
ノ
ス
芽
残
が必
然

論
で
あ
る
と
山
知
す
る
が
、
消
水
自
身

(マル
ク
ス
と
同
じ
必
然
論
だ
と
し
て

あ
げ
た
コ
ン
ト
社
会
与
の
「小
さ
な
弟

子
「
(
「社
会
学
人
門
」
一九
五
九

年
)
と
自
梅
し
て
い
る
の
だ
。
か
れ
が

コン
ト
社
会
学
の
研
究
を
も
っ
て
社
会

学
を出
発
し
て
以
釆
、
実
読
主
義
・マ

ル
ク
ス
翫
戯
・実
脊
王
湖
を
折
衷
し
て

き
兀が
、
コン
ト
的
社
会観
-
混
迷
か

ら明
澄
への
雌
歩
主
級
1
を
変
わ
り
な

く維
持
し
て
いる
こ
と
は
、
本
論
第
一

同
で
ふ
れ
た。
か
れ
は
コ
ン
ト
研
究
の

訪
と
アメ
リ
カ
社
会
学
に
接
近
し
た
。

ア
メリ
カ社
会
学
研
κ
の
成
災
「社
会

的
人
固
扁
」
(一九
四
〇
年
)
に
つい

て
、
あ
と
で
肩
不
目ら
その
二
元
論
を

認
め
.」いる
。
一力
で
、
ニ
ユー
デ
ィ

ー
ル
時
代
のア
メ
リ
カ
社
会
学
の
准か

に
コ
ン
ト
的
な
「人図
的
自
然
」
観
を

見
出
鴻
し
、
それ
に
「跳力
」
を
感
じ

た
と
い
う
肩
水
.
催
力
で
こ
の社
会
字

が
祉
会
と
個
人
・歴史
と
い
った
全
体

性
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
くな
る
こと
を

あ
と
で
躍
め
、
坐体
土
識の
風
圧
の
な

か
か
ら
個
人
の
枯
相
を救
お
うと
し
た

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
者
芦
の
最後
のと

こ
ろ
で
、
実
は
請
巣
団
の
周
の
社
会
王

義
的
調
細
の
力
図
を
「ン
ソ
と
」
爵
い

て
お
い
た
の
だ
と
い
う
耐
水
。

こ
う
し
た
あ
い
ま
い
さ
は
戦
後
に
も

貫
か
れて
いる
。
戦
後
ア
メ
リ
カ
ナ
イ

ズ
さ
れた
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
の
ギ

ュ
ルヴ
ィ
ソチ
ら
を
批
判
し
て
史
的
唯

物論
を
社会
字と
社
会
科
学
の
方
法
と

し
た
ゴ
ルド
マン
の
訳
函
狙
俣
晃
自

・清
水
幾太
郎
共訳
「人
間
の
科
学
と

哲
学
」
)
の
ま
え
がき
で
,
「ゴ
ル
ド

マ
ン
の
見
解
が
…
私自
身
の見
解
と
多

く
の
点
で
一致
し
て
い
る」
と遵
いた

消
水
。
他
方
で
観
念
論
を
拒
合し
た
実

存
主
義
者
サ
ル
ト
ル
に
嬉
し
くな
り
、

さ
ら
に
歴
史
法
則
の
実
体
化
と
い
うサ

ル
ト
ル
の
マ
ル
ク
ス
キ
義
批
判
に
「い

よ
い
よ
嬉
し
く
な
る
滑
水
。
だ
が
同時

に
づ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
、
も
と
も
と
一

つの
方
虫
を
マ
ル
ク
ス
主
義
に
く
わ
え

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
「社
会
学

は
マル
ク
ス
⊥
義
が
子
体
と
な
っ
た

統
合
の
客
体
な
の
で
あ
る
」
こ
と
に
び

っく
り
し
て
、
「満
大
ド
の
社
会
挙
首

よ
、
諸
君
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
肥
料
で

あ
って
よ
い
の
か
」
と
訴
え
る
が
さ
り

と
て
こ
の
サ
ル
ト
ル
の
社
会
学
観
を
は

っき
り
と
袖
疋
つ
る
こ
と
も
し
な
い
耐

水
。こ

の
よ
う
に
み
る
と
、
耐
示
社
会
学

に
あ
って
は
諾
窄
ヂ
オ
ロ
ギ
ー
の
銀
の

対
決
が
一度
も
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い

う
本
論
第
一同
の
王
張
は
こ
こ
で
一層

了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、

な
に
よ
り
も
紹
介
者
・普
及
首
と
な
ら

ね
ば
な
ら
π
か
った
戦
削
日
本
の
学
者

の姿
勢
か
説
み
と
れ
る
。
そ
し
て
笑
慨

に
タ
ソチ
す
る
こ
と
が
で
き
た
戦
後
日

本
に
は
、
ノ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
案
践
の
中

に
も
、
こ
の
姿
勢
は
根
強
く
巣
食
っ
て

いる
。
と
に
か
く
今
回
の
加水
の
マ
ル

ク
ス
手
義
批
判
と
「㎡
圃
の
哲
学
」
の

提
隔
も
、
仮
一洗
の
少
々
読
み
が
早
い

が無
直
仔
な
岬
の
み
こ
み
で
は
な
い
か

と
い
う危
惧
を
感
じ
る
。
だ
が
か
れ
が

提
起し
た
問
題
その
も
の
は
あ
く
ま
で

も
受け
と
め
ねば
なら
な
い
。

ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の

哲
学
的
基
盤

そ
の
間
嵐
と
は
今
日
の俗
醗
マル
ク

ス
王
義
1ー
ス
タ
ー
リ
ニズ
ム
で
ある
。

そ
の
哲
学
的
側
面
は
実
存
王
義首
サ
ル

ト
ル
に
よ
っ
て
最
も
鋭く
提
起さ
れ
て

い
る
。
「力
法
の
問
題
」
固
蝋
に
おけ

る
サ
ル
ト
ル
の
次
の
ロ繋
は
、
今
で
は

一あ
ま
り
に
や有
舌
に
な
っ
て
い
る
。

「わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
最
も
目
に
つ

く
樽
格
の
一つ
は
、
歴
史
が
み
ず
か
ら

を
認
識す
る
こ
と
な
し
に
作
ら
れ
て
行

く
こ
と
で
あ
る
。
…
…
マ
ル
ク
ス
王
義

の
力
と
冨
と
を
成
し
た
も
の
は
、
そ
れ

が
歴
史
の
甦
程
を
そ
の
全
体
に
お
い
て

明
ら
かに
す
る
た
め
の
最
b根
本
的
な

こ
ころ
み
で
あ
った
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れに
反
し
て
こ
こ
二
十
年
米
、

'

マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
は歴
史
を
晴
く
し

て
き
た
。
そ
れ
は
マ
ルク
ス圭
嚢
が
歴

史
と
と
も
に
生
き
る
こ
とを
や
め
、
官

僚
的
な
保
守
主
義
に
よ
っ
て、
憂
化
を

同
一性
に
琿
元
し
よ
う
と
こ
ころ
み
て

い
る
か
ら
で
あ
る
」

ト
ロ
ツ
キ
ー
が
革
命
の
実
践
の領
域

で
対
決
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
ズ
ム
の教
条

主
義
と
経
験
主
義
、
さ
き
に
ふ
れた
ソ

連
の
計
画
経
済
論
者
の
「法
則
㌧
のド

グ
マと
転
理
統
計
的
操
作
主
義
と
の混

合
は
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
哲
掌
的
に

基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ター

リ
ン
ズ
ム
の
哲
学
的
形
態
は
客
観
性
の

物
神
化
ほ
客
観
き
義
的
一元
論
で
あ

る
。
竹
内
九
郎
氏
に
し
た
が
え
ば
、
こ

の
物神
化
は
二
颪
に
行
な
わ
れ
て
い

る
。
一
つは
、
人
間
の
自
然
への
環
元

他
の
一
つは
、
人
閥
の
有
限
的
視
点
の

神
の超
越
的
視
点
への
す
り
か
え
。
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
マル
ク
ス
主
義
の
認
議

論
は
十
八世
紀
唯物
論
にま
で
後
退
さ

せ
ら
れ
、他
方
モ
の史
的
唯
物
論
を
澗

水
や
ポ
ソ
パ
ー
ら
が非
薙
す
る
自
然
王

義
的
決
定
論
に
お
と
しめ
ら
れ
た
。
こ

こ
か
ら
、
実
践
的
には
経
版主
義
的
に

行
動
しな
がら
、
理
論
的
に
は
む
し
ろ

経
験
と
はな
れ
て
マル
ク
ス
主
義
の
公

式
に
自
ら経
験
王義
を弁
護
す
る
と
い

う
ス
ター
リ
ニズ
ム
の行
動
原
理
が
必

然
的
に
生
し
て
くる
。

消水
は
泊
観的
に鋭
く
こ
ら
を
衝
く

が
、
か
れ
に
と
っ
ては
そ
れ
は
マル
ク

ス
自
身か
ら
レ
ー
ニン
・ス
タ
ー
リ
ン

・
フ
ルシ
チ
ョフ
・毛
沢
東
と
旧線
的

に
つな
が
った
立
場
だ
と
み
て
し
ま

う
。
そ
こ
には
思
想
に
対す
る
安
咀な

系
譜
観
があ
る
。
か
れは
そ
の証
拠
と

し
て
マ
ル
ク
ス
「資本
諭
」
に
お
け
る

方
法
11
負
本
エ
縦社
会
の
目然
史
的
港

察
を
あ
げ
る
。.そ
し
てか
れは
マル
ク

ス
の
立
場
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア学
誉と
と
も

に
負
本
チ
義
の
自
動
的崩
嬢論
と
み
な

す
。
か
れ
は
こ
れ
に
「計
剛
の
哲字
」

を
対
置
す
る
。
そ
し
て
,口う
。
「計
画

的
に
み
る
こ
と
は
、
自
然
的
に
み
る
こ

と
と
対
M
す
る
」
と
。

マ
ル
ク
ス
圭
義
と

サ
ル
ト
ル

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
よ
う
に
み
な
い
。

資
本
王
続と
社
会
ま
編
の
計
闘
の
意
昧

を
岡
う
こ
と
は
紙
数
の
余
裕
が
な
い
の

で
残念
なが
ら
別
の
機
会
に
し
ょ
う
。

わ
れわ
れは
、
た
だ
サ
ル
ト
ル
が
マ
ル

ク
ス主
義
を
次
のよ
う
に
見
て
い
る
こ

と
に
庇意
す
る
に止
め
よ
う
。
サ
ル
ト

ル
に
と
っ
て
、
実
存圭
藏
は
マル
ク
ス

主
義
と
対
立
す
る
も
の
で
なく
、
マル

ク
ス
王
競
と
い
う現
代
あ
ろ
うべ
き
「

唯
一の
餌
学
」
に
嵜
生
す
る
一つ
の思

砺
青

嬬

狸

㍊

蹴

解
場

の
思
想
を
徹
底
さ
せ
て
、
「弁
証
法
的

理
性
批
判
」
の
餌
掌
に
お
い
て
つ
い
に

マル
ク
ス
王
浅
の
「全
体
性
」
の
忠
想

の
な
か
に前
者
を
積
分
さ
せ
た
こ
と
を

け
が
孤
立
し
て
穿
在
し
う
る
も
の
でな

護

髭
め
ね
ば
な
ら
な
い
時
袋

i

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う。

っ
て
き
た。
そこ
で
は
計
固
の
何
掌
だ

(経
済
学
部
大
学
院
・後
造
国
開
発
論
)

死
と
日
常
を
両
極
に

超

越

し

だ

ヴ

ィ

ジ

ョ
ン

名
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
「フ
ラ
ス
ト

レ
ー
ソ
ヨン
派
」
と
で
も
呼
ぷ
し
か
仕

方
のな
い詩
人
た
ち
が
い
る
。

怒
鴫
り、
わ
め
き
、
叩
き
、
ひ
っ
か

く。
眺
た
し、
ツ
バ
を
吐
き
、
は
て
は

手
ぱ
な
し
で泣
か
ん
ば
か
り
だ
。

松
田
章
雄は
誼
いて
いる
。

「相
対
的
安
疋
期
にあ
る
世
騨
に
あ
っ

て
、
肉
年
の
ある
いは
心
あ
る
者
の
フ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の状
態
は、
相
当

に
強
い
も
の
と
思
わ
れま
す
。
「ド
ラ

ム
カ
ン
」
「肖
ひげ
」
「U
>
ス
G

O
7制
」
「誰
れ
か
の
自
伝
」
「太
陽

の
黄
金
め
林
檎
」
「歩
く
、
見
る、
見

せ
ら
れ
る
」
「異
端
の
唾
」な
ど
は、

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
派
(～)
に
桝

す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
派
の
舟
か

非
補
に
削
象
に
残
っ
た
と
い
う
慧
昧
で

、
私
は
考
え
ね
は
な
り
ま
せ
ん。
そ
こ

で
は
、
現
笑
の
醜
患
な
部
分、
爽雑
物

に
み
ら
れ
る
ン
ヨ
ソ
ヰ
ング
な
イメ
ー

ジ
、
悪
徳
と
美
徳
に
つ
い
て
の思
譜
・

イ
メ
ー
ジ
な
ど
が
、
激
し
く
叩き
つけ

ら
れ
て
い
ま
す
。
常
識
的
に
い
う
な

ら
、
あ
る
い
は
推
測
し
て
い
うな
ら
、

こ
れ
ら
は
、
映
悶
や
ジ
ャ
ズ
や
広
告
や

日
嘱
奈
飯
嶺
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
の
影
讐

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
誤
ま
っ

て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
詩
が
他
の
ジ
ャ

ン
ル
へと
移
行
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
他
の
影
留
を
摂
取
し
て
制
に
変
質

し
成
畏
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
、
と

いう
事
実
で
す
。
詩
人
に
王
体
性
の
あ

る
かぎ
り
、
他
か
ら
の
影
響
を
恐
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
前
認
の
詩
誌
の
作
品

が
多
く
の可
舵
性
を
は
ら
ん
で
い
る
こ

と
は
、詩
人
の
頓
極
的
態
反
に
つ
な
が

る
も
の
で
あり
、
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
ヅ
ィジ
ョン
への
肱化
が
い
つ

の
日
か
行
准
わ
れる
こと
を鯖
一小し
て

い
る
こ
と
な
の
で
もあ
り
ま
す
。
」

(
「現
代
詩
手
帖
」
3月
渚
)

は
た
し
て
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

相
対
削
安
妊
期
に
あ
る
肖
年
の
激
し

い
心
の
ゆ
ら
め
き
を
画
き
つ
け
た
作
品

に
「ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
へ
の
転
化
」
を
期
待

す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
。「十

五
才
の
異
鵬
首
」
の
詩
人
・藤
森

安
和
が
年
を
遣
って
つ
ま
ら
な
い
作
品

を
酋
く
に
い
った
の
は
、
お
そ
ら
く
こ

のヴ
ィジ
ョン
と
い
う
や
つ
に
、
や
ら

れ
て
し
ま
っ
たか
ら
に
ち
が
い
な
い
。

げ

「+
五
才
の異
常
者
」
に
も
十
分
そ
の

崩
芽
は
う
か
が
わ
れた
が
、
し
か
し
そ

こ
に
は
未
だ
野
放
図
でア
ナ
↓
イイ
な

魅
力
が
あ
っ
た
。
レ
かし
、
「十
五
才

の
異
需
者
」
の
世
界は
、た
と
え
ば
彼

の
愛
,訓し
て
い
た
ロレ
ン
ス
の毒
でね

し
ま
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
そ
れ
で
彼
の
世

界
観
を
か
た
ち
つ
く
っ
た
の
だ
が、
以

後
の
作
品
に
衰
出
さ
れ
て
く
る
世界

は
㍉
ま
さ
に
グ
イ
ジ
ォ
不
ール
な
も

の
、
陳
腐
な
見
世
物
乏
居
の
た
ぐ
い
と

化
ず
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こで
、
ぼ
く
の
い
さ
さ
か
ご
う
岸

な
推
則
を
許
し
て
も
ら
え
ば
、
藤
森
氏

は
こ
こ
で平
凡
な
一青
年
と
し
て
の
人

生
に処
す
る
自
寛
を
得
た
こ
と
に
な

り
、
詩は
一応
砿と
は
無
縁
に
な
った

シ
ョと
言
魔
的
に
作
品
化
す
る
精
神

を
茶
化
し
て
し
ま
って
い
る
よ
う
で
は

な
い
か
。

ぼ
く
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
決
し

て
こ
れ
ら
の
詩
人
た
ち
は
、
デ
タ
ラ
メ

に
一6葉
を
吐
き
つづ
け
て
い
る
の
で
は

な
い。
彼
ら
に
は
確
同
た
る
ヴ
ィ
ジ
ィ

ン
が
あ
る
。
た
だ
そ
れ
が
、
甫
識
的
な

時
間
と
空
聞
の
物
サ
シ
で
計
れ
狗

だ

け
な
のだ
。
(計
れ
る
く
ら
い
だ
った

ら
、
詩
な
ん
て
ク
ソ
ク
ラ
エと
い
う
だ

ろ
う。死

と
日鴇
の世
界
を
両
極
に
見
す
え

て
、
悩
ん
だり
口し
ん
だ
り
、
逆
に
垂

想
に
浸
り
こ
ん
だ
り
す
る
のは
、
人
間

一般
の
平
凡
な
生活
的
行
渇で
あ
る
。

そ
の
岡
に
は
さ
ま
ざ
まな
個人
的
ヴ

ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て、
そ
のひ

ジ
ー
ナ
・ロ
ロ
プ
リ
ジ
タ
と
結
婚
す
る

夢
は
消
え
た

彼
女
は
イ
ン
ポ
を
き
ら
う
だ
ろ
西

乾
いた
空

緑
の海
に

丸
太
を
浮
べ
て

α
・
エブ
ル
ー
ス
を
う
た
う
お
と
ζ

シ
ョー
ペン
ハウ
エル
の
黄
色
い
た
ん

犠に
一休
宗純
の孤
独
の
影
を
み
る
お
と

こ
ジ
ソ
タ
カジ
ソ
タ
カ
鳴
って
いる
策
以

の
ゴ
ミ
箱
よ

赤
と
白
の
玉
の
中
に
財布
を
見
る
緑
の

服
の
男
た
ち
よ

ピ
ア
ノ
ピ
ア
ノ
ピ
ア
ノピ
ア
ノ

雑
曜
の
よ
う
に
巨
大
な
人
間
の
苔響
よ

雑
草
の
よ
う
に
微
小
な
人闘
の姿
よ

お
ま
え
は
頭
蓋
の
巨
大
な
人
岡

お
ま
え
は
カ
タ
ワ

ヌ
ル
ヌ
ル
し
た
地
球

そ
ん
な
球
体
の
上
で

お
ま
え
は
脳
っ
た
タ
マ
ゴ

銀
河
系
ギ
笛
の
便
所
の
中
で

お
ま
え
は
腐
敗
し
て
い
る

一都
会
の
カ
タ
ス
ミ
で

お
ま
え
は
腐
敗
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

ソ
ヨン
の
さ
ま
ざ
ま
な
波
紋
を
茜
き
し

る
す
行
為
は
、
い
ず
れ
日
常
と
い
う
巨

大
な
基
場
に
す
い
こ
ま
れ
る
か
、
あ
る

いは
反
日
協
と
い
う
糟
神
の
墓
場
に
埋

没
し
て
いく
か
の
二
筋
道
し
か
持
ち
え

な
い
から
であ
る
.
再
び
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
両極
を
見
す
え
て
い
な
い
籾
神
に

と
っ
て、
つ
いに
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
は
フラ
スト
レ
ー
シ
ョン
の
ま
ま
で

あ
り
、
「爵
く」
と
いう
行
為
に
踏
み

こ
む
必
受
な
ど
サラ
サ
ラ
な
いか
ら
で

あ
る
。

松
田
氏
が
述
へ
て
いる
姿
勢
は
、失

礼
な
が
ら
い
さ
さ
か
常
誠
的
で
あ
り
安

易
で
あ
る
、
と
ば
く
は
思
う
。

こ
れ
で
は
ま
る
で
、
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
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命
み
じ
か
し
恋
せ
よ
乙
女

あ
つ
き
暢

あ
せ
ぬ
ま
に

大
正
時
代
風
ぴ
し
た
こ
の
「ゴ
ンド
ラ
の歌
」を

昭
和
二
十
七
年
(
一九
五
二
)
以
降、
人

は々
「生

き
る
」
の
歌
だ
と
い
っ
た
。
当
騎

農記
者
であ
っ

、
●,●●
■●●■●■

「"騨 輌

11952年

た
私
は
、
ど
う
い
うわ
け
か
こ
の
映

圃
の
試
写
を
み
て
黒
沢
明と
い
う男

に
驚
き
と
親
愛
を瞭
じた
。
こ
の年

榊
B
本
映
圃
は
、
黒
沢
の
「欄生
門
」

の
ベ
ニ
ス
グ
ラ
ンプ
コ
受
賞
があ

り
、
企
業
か
ら
レ
ッ
ド
パー
ジ
を
械

に
独
▽
プ
ロ
に
拠
った
入
た
ち
が、
力
い
つ
ば
い
の

作
品
を
つく
り
出
し
て
き
た
。
山
本薩
夫
の
「慶
全

地
帯
」
(
新
星
映
野

こ
れ
は
今日
の山
本
藤
夫

批
判
の
風
潮
が
あ
って
も
あ
の
軍隊
バク
ロは
当
然

映
岡
作
累
に
よ
って
抽
か
れ
ね
ば
なら
な
か
った
作

品
で
あ
る
。
い
ま
日
共
の
映
問
面
で
の
代表
的
イ
デ

オ
ロ
ー
ク
で
あ
る
山
形
雄
策
が
ソ
ナリ
オ
作
家と
し

て
費
場
し
て
い
る
。
「自
由
掌
校
」な
ど
風
需
醤劇

⑧

ト
を
ぬ
い
て
ふ
つ
う
の男
の
な
か
に
ある
人
生
の
退
屈
な
も
の
に
正
面
し
た

「お
兼
演
の
昧
」
を発
表
、
今井
正
は
「山
び
こ
察校
」
(八
木
プ
ロ
)
、

新
藤
兼
人
は
そ
の
郷
里
で
あ
る
ヒ
ロ
シ
マの
忍
劇
を
回
想
的
に
扱
った
「原

爆
の
子
」
(近
代
映
協
)を
つ
くる
など
多
角
的
な
作
品
が
で
て
き
た
。
文

学
な
ど
に
く
ら
へ
て
お
く
れ
ざ
き
の
そ
し
りを
ま
ぬ
がれ
な
か
った
日
本
映

を
つ
く
って
い
た
渋容
実
が
覆

勝人
のシ
ナ
リ
オ
で、
ジ
ニリ
ア
ン
・ン

レ
ル
的
な
現
代
的
肖
年
像
を
「現代
人
」
(松
竹
)
て描
き
、
小
津
安
二
郎

は
「晩
春
」
(24
)
「麦
秋
」
露
)
か
らさ
ら
に父
と
娘
の
セ
ン
チ
メ
ン

曽

一

幽
一冒

圃
のな
か
にや
っと
、

戦
後
化朕
い
た
か
のよ

う
に
も
思
わ
れ
、ひ
る

が
え
っ
て
由
領
の鴫
み

が
計
敏
さ
れ
た
。な
ぜ

て
み
よ
う
。
前
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
譲
で
独
立
が
恢
復
、メ
ー

デ
ー
に
は
「メ
ー
デ
ー
事
件
」
が
お
こ
って
い
る
。
私
は
「ブ
ル
新
」
記
首

と
し
て
取
材
し
か
け
ま
か
って
い
た
が
、
午
後
三
時
ま
で
は
「見
て
いる
や

つ
は敵
だ
とみ
な
す
」
と
ど
な
ら
れ
、
四
時
以
後
は
「石
を
投
げ
る
や
つ
を

ほ
っ
て
お
く
のは
お前
ら
の
貢
任
だ
。
共
犯
だ
ぞ
」
と
高
い
鉄
カ
ブ
ト
か
ら

瓶
定
る
目
で
お
ど
かさ
れた
のを
記
録
し
て
い
る
。
だ
か
伽
崎
春
生
氏
か
ど

こ
か
に
轡
い
て
あ
る
と
お
り
、事
態
は
ひ
ど
い
も
の
であ
った
。鹿
地
.昆
の
り

件
が
お
こ
.
て
い
る
。
訪問
の発
表
か
ら
いう
と
ア
メ
リ
カ
の
キ
ヤ
ノ
ン
機

関
か
ら
樽
か
さ
れ
た
報
約
滑
が先
に出
て
いる
の
で
さ
っぱ
り
わ
か
ら
な
か

っ
た
か
、
績
局
は
ア
メ
リ
カ
の
対共
産
党
ス
パ
イ
に
し
よ
う
と
し
て
監
県
、

な
ら
、
独
y
プ
ロ
作
累

も
こ
の
年
が
も
「
と
も

い
い
た
い
こ
と
を
すな

お
に
殖
い
て
い
る
し
、

占
綿
ド
の
映
画
の
騎
長

であ
った
「硬
直
し
た
主
人
公
」
は
か
な
り
姿
を
拍
し
て
た
。
五
〇
年
テー

ゼ
が
ど
の
よ
う
に
罷
響
を
及
ぼ
し
た
か
は
私
に
と
っ
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ

の年
のイ
メ
ー
ジ
を
思
い出
し
て
も
ら
う
た
め
に
お
こ
っ
た
事
件
を
列
挙
し

:7

層曹=

o.;一,

拷
問
し
た
人
、
こ
と
が
ば
れ
た
の
で
「ソ
、趣の
ス
パ
イ
」
と
い
う
こ
と
に
で

っ
ち
あ
げ
て
釈
放
し
た
の
であ
る
。
そ
れか
ら
金学
運
の
学
生
の
.囲郷
運

動
。
山
村
」
作
隊
、
チ
ャ
タ
レ
イ
の有
罪
判
決
と
ア
ナ
タ
ハン
の
女
ー
の
話

題
。
瀞
氏
鶏
太
が
ヒ
ソト
し
「慧ノ膏ソ
ル
ツ
」
な
ど
お
座
蚊
ン
ン
グ
が
洗

行
。
そ
し
て
、
留.越
ス
ト
。

三
越
ス
ト
は
紅
唇
の
女
店
垣
た
ち
がた
った
六
人
の
首
切
り
に
反
対
し
て

意
外
な
ほ
ど
ガ
ン
バ
」
を
み
せ
応
援
の
学
生
組台
の闘
士
と
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
だ
珍
し
い
ス
ト
で
あ
っ
た
。
ピ
ケ
や
ぷ
り
が
つま
み
出さ
れ
ると
同
職
場

の
ア
ル
バ
イ
ト
掌
生
を
か
ば
っ
た
彼
女
たち
が
「ぶた
な
いで
、
こ
の
人
ア

ル
バ
イ
ト
な
の
よ
」
と
男
子
組
合
員
に
お
鰍
い
し
た
り、
出
世
を
意
識
す
る

男
た
ち
が
逃
げ
出
し
て
仕
事
に
つ
く
と
「銀
饅
の
お
胎
をま
も
って
いる
の

は
私
た
ち
だ
け
で
し
よ
う
」
と
伝
令
の
女
盾
員
が
本
部
へ
かけ
こん
だ
り
、

　

警
冨
と
も
み
あ
う
う
ち
に
、
彼
ら
の
手
が
女
子
店
員
の
頬
を打
った
と
き
、

ス
ク
ラ
ム
を
絹
ん
だ
十
人
く
ら
い
の
女
店
員
が
一せ
い
に
ド
を
む
いて
涙
ぐ

ん
だ
と
いう
シ
ー
ン
を
私
は
こ
の
目
で
興
昧
ぶ
か
く
見
た
。
会
柱は
ア
ル
バ

イ
ト
を
壌
め
、
ス
ト
反
対
の
慶
応
の
学
生
が
そ
の
日
ス
キ
ャ
プと
し
て
採
用

さ
れ
た
。
「メ
ー
デ
ー
事
件
」
の
時
、
警
"
に
は
心
か
ら
梱
手
を増
悪
し
ー

表
情
が
あ
った
。
三
越
で
は
口
紅
を
つ
け
た
し
な
や
か
な
手
を
した
女
盾員

に
、
意
外
な
ほ
ど
、
む
き
だ
し
の
表
情
が
みら
れ

た
。
少
な
く
と
も
彼
ら
は
昭
型
一+
七
年を
機に
、

臼
分
と
い
う
も
の
が
か
わ
っ
た
体
験
を
も
った
の
で

あ
ろ
う
。

こ
の
針
の
映
画
は
多
彩
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
激
勤
し
た
時
代
と
は
一応
関
係
は
な
い
であ
ろ

う
。
た
だ
、
私
に
と
って
「生
き
る
」
が
わ
す
れ
ら

れ
な
い
の
は
、
志
村
喬
の
溺
じ
た
市
民
係長
、
い
ま

の
日巣
で
い
え
ぱ
「昆
虫
」
の
よ
う
な
生
き
力
を
し

て
いた
男
が
、あ
る
日
、
急
に
籍

が
か
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
過
去

や
そ
の知
識
の集
杣
や
目
分
を
荷
て
た
患
想
か
ら
目
由
に
な
り
、
あ
の
三
越

の
ダ
店
員
の
よ
う
に、
唇
に
指
先
に
過
ム
を
そ
の
ま
ま
み
せ
な
が
ら
も
、
必

死
な
カー
ブ
であ
ら
わ
竃横
腹
を
み
せ
な
が
ら
変
身
し
て
ゆ
く
時
点
が
人
聞

の
生
涯
の
なか
には
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
への
期
筍
だ
あ
った
。

(写
真
は
「生
き
る
」
黒
沢
明
監
督
)

徹

(映
画
評
諭
家
)

幽隔騨幽㎞

鴨

小

川
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と
つ
ひ
と
つ
を
樫
め
て孤
独
な代
方
で

解
決
レ
て
い
く
こ
と
は
、や
むを
得
ぬ

平
凡
な
現
実
と
い
う
も
の
であ
ろ
う。

シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
のあ
の台
所
の

流
し
に
頁
ソ
臼
い
牛
乳
を
流
し
こ
む幽

年
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
ぼ
く
た
ち
が
も

し
も
、
あ
の
占
年
自
身
で
あ
っ
た
と
し

た
ら
、
感
勤
の
質
は
お
の
ず
か
ら
こ
の

レ
シ
の
読
首
の
そ
れ
と
ほ
違
っ
た
も
の

に
な
って
く
る
。

こ
こ
で
、
シ
ュペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
が
詩

人
で
あ
る
理
由
は
、
こ
の
β
年
の
平
凡

な
日
鵠
生
沽
の
一断
面
を
、
他
の
人
た

ち
の日
昭
を
流
れ
る
あ
る
酋
辺
的
な
も

の
(と
い
って
お
く
)
に
見
研
に
つ
な

げ
得
た
、
た
だ
そ
の
こ
と
だ
け
}'5の
で

あ
る
。

詩
を
膚
く
と
いう
行
75は
、
こ
の
よ

う
に、
平
凡
な
日
常
を
擁
れ
る
普
遡
枕

を
自
覚
的
に
廟
出
す
る
こ
と
だ
、
と
い

っ
てよ
いと
思
う
。
だ
か
ら
、
一口
に

フ
ラ
スト
レ
ー
シ
ョン
派
など
と
名
づ

け
て
も
、
こ
れは
　寸
し
た
便
須
f
の

こ
と
で大
し
て意
蛛は
な
い。

こ
こ
で、
こ
の派
の代
表
的
詩
人
・

曹
増
剛
造
の
作
品を
み
てみ
よ
う
。

出

発

母
親
は桃
幽
の
シ
ー
ツ
を
たた
む

お
ま
え
は
脳
敗
し
て
い
る

頭
脳
の
カ
タ
ス
ミ
で
宇
宙
がチ
カチ
カ

し
て
い
る

お
ま
え
は
縄
敗
し
て
い
る

無
生
物
の
悲
嘆
の
回
復

宇
宙
は
女
ギ
ツ
不の
肛
門
に
あ
る

肛
門
の
中
に

ポ
ツ
ン
と
地
球
が
あ
る

腐
敗
し
た
お
と
こよ

さあ
ス
コ
ソプ
を
も
って

ヒ
ッ
プ
の
恋人
を

山
田
寺
の仏
頭
を

日
本
銀
行
を

熟
海
の
海
を

デ
ィ
ラ
ン
・トー
マ
ス
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
か
た
め
る
の
だ

お
ま
え
は
腱
敗
し
て
い
る

お
ま
え
は
こ
ろ
が
る

実
存
の
井
戸
の
底
へ

G
・ー
ブ
ル
ー
ス
の
里
へ

便
所
の
底
の
赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
へ

「見
え
る
も
の」
を
総
体
と
し
て
引
き

す
ご、
澗
身創
いで
自
己
検
証
に
と
り

か
か
っ
た詩
は
そ
う
多
く
は
な
い
。

「見
えな
い
も
のを
見
る
」
ζ
と
は
大

切
な
こ
と
だ
。だ
が
、
何
かを
山述
し

て
他
人
に
見
せ
る
こと
は
そ
れ
ほ
ど
大

切
な
こ
と
だ
ろ
う
か。

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン派
の詩
人
た

ち
は
、
現
実
を
総
体
と
し
て
つ
かみ
、

自
己
検
証
に
ぎ
り
ぎ
り
と身
を
こ
す

る
。
こ
れ
だ
け
が
彼
ら
の
ヴ
ィジ
ョ
ン

で
あ
り
、
詩
で
用
が
足
り
な
くな
っ
た

と
き
は
、
さ
っ
さ
と
詩
を
桑
て
る
の
が

彼
ら
の
生
き
力
で
あ
る
。
記
述
ず
る
行

為
の
空
し
さ
を
、
咲
笑
の
中
に
つ
か
ん

で
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
詩
人
た
ち
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ぽ
く
は
そ
ん

な
気
が
す
る
。

Ω岡人
・振
術
生
活
社
動
務
)
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増

文
学
界

+
募

野
ロ
武彦
氏
の
文
芸
時
評
「善
語
空

間
へ
の
脱
出
」を
興
昧
深
く
よ
む
。

今
日
で
は
文
学的
な
世
界
が
魯
譜
に

(以
下
66
行
瞠

こ
の作
品
は
お
そ
ら
く
ア
レ
ン
・ギ

ン
ズ
バ
ー
グ
の
彫
粥
の
下
に
幽
か
れ
て

いる
。

長
々
と引
用
し
た
が
、
こ
の
一見
、

巨大
な
空ま
わ
り
、
空
し
い
物
狂
い
と

見
え
る
世界
は
作
者
に
と
って
何
な
の

だ
ろ
う
。ア
ナ
↓
窄1
と
い
う
よ
り

も
、
も
、と
ニ
ヒル
に
近
い強
引
な
琶

葉
の
ね
じ
ふ
せ
方は
、
行
を
追
う
に
し

た
が
っ
て
不
思
議
な
魅力
を
発
散
し
て

く
る
「実
存
」
も
「銀
河
系
」
も
「ジ

ツ
タ
カ
ジ
ッ
タ
カ
購
っ
て
い
る
ゴ
ミ

箱
」
も
ま
っ
た
く
同質
、
同敏
で生
き

生
き
と
飛
躍
し
て
い
る
。

こ
の
図
は
た
し
か
に
フ
ラ
ス
トレ
ー

ノ
コ
ン
発
放
と
い
っ
て
藷
え
な
い
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
態
度
は
す
こ

ぶ
る
倫
理
的
に
見
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

「お
ま
え
は
…
…
」
と
い
う
リ
フ
レ
イ

ン
は
明
ら
か
に
自
己
を
撃
っ
て
い
る
。

◎「見
え
な
い
も
の
を
見
る
」
た
め
に
　

締
離
潔
論
齪
騎
聖

よ
る
小
寧
宙
で
ある
と
いう
こ
と
は
ほ

ぼ
公
認
さ
れ
た
機
愈
規
足と
な
って
い

る
。
し
か
し
そ
れ
は
従
来
の文
学
批
騨

の
基
軸
で
あ
っ
た
〈
自我
の碓
立
〉と

い
う
近
代
文
掌
史
像
と
対
応
的
にあ
っ

た
「近
代
文
学
」
派
の
く
政
治と
文

学
V
論
の
像
の
も
た
ら
し
た
問
題
は
決

し
て
止
揚
さ
れ
た
上
で
継
承
さ
れ
た
と

り
つわ
け
で
は
な
い
。
と
氏
は
ま
ず
幽

き
は
じ
め
る
。
文
学
を
.一ロ語
空
固
の
自

立
性
の
上
に
位
躍
ず
け
る
作
業
は
く
た

だ
問
題
の
提
出
の
し
か
た
を
愛
え
た
に

す
ぎ
な
いの
で
あ
る
V
。
例
え
ば
薇
田

一士
氏
は
く言
冶
経
験
V
の
純
粋
化
を

通し
て
〈超
歴
史
的
な
又
≠の
本
然
の

姿
〉
にお
も
む
く
と
いう
一貴
的
な
圭

張
を
行な
って
いる
が
、
そ
こ
に
は
エ

リオ
ソト
的
な
〈正
統
〉
への
回
帰
を

先
験
的
に予
定
し
て
いる
も
の
と
み
ら

れな
い
か、
と
い
い氏
は
,口語
空
固
の

創
り
だす
荘大
な
究
猟
と
し
て
の
文
掌

は『
そ
れ
自
体
形而
上
¥
の頃
界
か
ら

わ
れ
わ
れ
の
現
実
の世
界を
〈も
た
ら

す
〉
の
で
あ
る
と
す
る。

こ
の
よ
う
な
文
学
的
規
短
に最
も
問

題
意
識
を
も
っ
て
た
ち
む
か
え
る作
品

に
氏
は
大
江
健
三
郎
の
「個人
的な
体

験
」
を
あ
げ
る
。
初
老
の
,モ
ラリ
ス

ト
8
手
塚
冨
雄
氏
の
「性
の
文
宰
を
批

評
す
る
」
(
「震
望
」
復
刊
岩
)
と
こ

ろ
の
窒
問
に
は
、
大
江
的
世
界
は
決
し

て
共
有
す
る
部
分
を
も
た
な
い
の
で
あ

る
。氏

は
大
江
が
常
に
"醜
出
`
を
模
索

し
な
が
ら
文
学
的
鴬
為
を
し
て
き
た
が

こ
の
作
品
は
そ
の
決
定
的
な
ひ
と
口
を

つか
み
と
ろ
う
あ
と
す
る
も
の
で
り
、

そ
の目
的
地
は
「齢
妄
の
窒
間
」
で
あ

ると
指
掴
す
る
。
だ
か
ら
最
後
の
ヒ
ー

ロー
の
〈挫
折
〉
に
入
弱
さ
〉
を
み
っ

け
る
の
では
な
飛

そ
れ
が
血
る
滋
程

を
描
きき
って
な
い
只が
こ
の
作
品
の

問
題
点
とな
る
のだ
。

た
し
か
に
氏
の
いう
よ
う
に
、
文
学

批
騨
の
地
軸
は明
ら
かに
一
恥換
の
季

節
を
迎
え
て
い
る
。
そ
うし
て
こ
のこ

と
は
文
学
の
運
命
と
い
う
こと
のみ
な

ら
ず
・
あ
ら
ゆ
る
理
鹸
・思
想戦
線
へ

も
諸
遍
的
に
及
ば
ざ
る
を
え
な
い問
題

を
括
底
剛
分
に
秘
め
て
い
る
と
患
われ

る
.
(文
芸
者
秋
新
往
・百
二
十
円
)

(M
)

2
y
メ
、
ご
宴
会
に
、
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
。

.大

将
軍
`
自
慢
の
味
巴
値
段

で
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お
待

う
し
て
い
ま
す
。

◇
コン
パ
お
一人

二五
◎円
よ
り

◇警
あ
篠

所
廼
罷
藷

【

0禽
塵
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匿
ビス
斜
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低
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